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.を

聘
色
し
て
、H 

を

設

立

し

お
る
は
、
舉
竟
織

：
.道、炭
说

、運
送

諸

業
.に
粉

識

續

出

す

る
を

‘S
慮

す

'る 

に
し
て
、更
に

.此
以

上

に

組

纖

.

§

る
方
法
に
依

‘て
、努

働

紛
議
を

解
決
す
る
に
至

幾
何
の
効
：举
ぁ 

業
紛
議

i

查
局 

に
'墓
け
.る
も
の 

ら
さ
る
ル
。
事

四ニ ！
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四
.ニ
.，ニ
.

戀
の
起
れ
る
後

.に
'計
盡
を
講

.
b
而
し
て
必
度
、の
生
~
す
る

*を
徙
つ
て
應
急
策
を
施
す
は
*.智者
の

爲
す
禅
に
非
！

^

る
.
ぉ
以

'
'て
"
政
拖
の

.施
設
に

一

步
を
進
む
る
ダ
の
あ
る
，可

‘き
は
、中
外
の
豫
.想
し

■ 

- 

:

..-
.

お
：‘る

所

な

6

:
し
、が
、千
九
百
十
ニ
ギ
六
月
：首
相

V

ス
.キ
ス
跃
は
下
院

‘に
於
け
る
演
說

.中
、此
問
题

,

.

.

.. 

,

に
.
.
.論
及
じ
て
、

左
©
:

意
見
を
述
べ
お

6

。. 

. 

. 

.

'近
.骑
發
生
し
お
る
勞
働
粉

®
ょ-：> 
得
お
る
經
驗
に
徵
す
れ
ぱ
、傭
蕃
被
傭
者
間
に
、'友
館
的 

又
は
平
和
的
關
係
を
維
特
せ
し
む
る
困
難
：の

1' 

は
兩

.者
を
じ

V

 

H

業
よ
の
.協
約
を
道
舉
せ 

し
む
る
方
法
の
缺

'如
，せ
る
に
在
る
を
認

.む
。
成
は
兩
者
の
間
に
俾
傭
條
件
に
關
す
る
協
約
パ 

あ
6

て
、兩
者
を
拘
银
ず
る
も

j
她
.方
に
於
る
職
，業
の
全
耀
を
拘

®
す
る
に
，足
ら
す
。
，

M
等 

の
事
情
は
傭

.者
被
傭
者

®
方
に
影
響
を
及

.ぽ
す
：者
に
し
て
、隨

V
i

辦
ニ
何
を
以

‘てH
I

業
上
の 

協
約

.を
適
當
に

.继
奉
せ
し

.む
る
の
方
法
ふ
す
，る
か

(

第 

一ニ傭‘者
幷
に
被
傭
者
の
代
襄
圓
體
に 

依
.
.
6飾
結
せ
ら
れ

.お
る
エ
業
上
：の
協
約
ほ
如
何
な
る

.與
度

.迄
#

別
の
職
業
文
は
將

.別

S
 

方
を
通

t

て
、'與
行
せ
ら
る
冗
き
，，か
を
考
量
す
る
を
要
す
‘。

從
來
政
府
.は
事
情
.，.の
調
査
に
腐
；

'
心
し
、又
谷

^
-
0
の
.

®
際
家
ょ
意
見
を
徵
す

.る

U

客
な
ら

ざ

ク

レ

だ
、上
記

.
ニ
問
題
义
亦
之

.

* 

'

. 

- 

•

を
工
業
紛
識

.調
査
肩
に
..諮
問
じ
、其
決

0
に.據

.で
"
今
：後
，の
政
策
を

.
決
.變
す
る
の
，意
纖
を
，有
す
„

英
國
の
政
.治
家
は
蹄
局
の
，間
，傅

就

.て
、所
見
：を
：開
陳
す
る
.を
僻
せ
，，★

と

雖

其

貴

：住
.
.あ
.る 

地
位
に
顾
み
て
、
易
に

t
t截
明
快
の

.
議
論
を
爲
：さ
す
。

ァ
ス
キ

.ス
皮
の
演

.說
亦
此
.例
に
波
れ 

す
と
料
業
紛
議
調
.
査局の施設以上に、

1

步を進

‘めんとするは

、
®
 

f
c
將
.來
.の
方
針
を 

暗
示
す
る
ダ
の

i
t

s

む
.る
に
難

'

‘ら
す
。
從
來
ま
府
が
勞
働
條
件
の
：協
約
に
.働
し
て
、直
接

‘干 

涉
を
非
と
し
お
る
は
、法
律
の
干
涉
を
以
て
、商
業
の
，發

.達
：を
害
す
る

7̂

の
と
す
る
の
信
#
に
制 

せ
ら
れ
、或
は
英

S
 9

產
業
'が
多
年
個
人
主
義

.的
墓
礎

.に
届

6

て
、繁
：昌
し
お
る
暫
惯
に
據
れ
る 

タ
の
な
れ
と
ダ
、

1

方
に
：碎
傭
密
お
る
.と
破
-傭

者

セ

.，
る

と

を

問

ほ

★

、總
て

T
;業
の
關
係
激
が
政 

府
の

®

接
干
淡
に
反
抗
し
お

4

に
，.基
く
所

.少
な
し

i

せ
.す
。
：
：郎
ぢ
.職
i

.組

<ロ
聯
合
會
議
の
如 

含
時
勞
働
取
引
所
に
反
働
し
、特
殊

H
.

業
寶
銀
裁
定
局
法
に
非
難
を

.加
へ
、和

.解
機

.關
の
設

.立
•ど
' 

ぢ
不

.必
要

i

し
、現
に
前

¥

下
院
譲

‘員
-ソ
：サ

.
ル、ダ
.
ル
：
.メ
グ
ス

.历(

ヶ

：
，！

リ

，
ツ

チ

を

.代
*

し
、勞
働
黨 

に
腐
す

)

が
，加
奈
陀
.の
制
：度
に
.摩
據
し
て
、和
解
法
寒
を
提
：出
ず

>
<
^
,
や
、却
.て

與

黨

の

攻

擊

を

蒙
6
 

自
然
她
W嫩

の

f
i
l

む
を
得
ざ
る
' 
に
至
れ
る
の
例
み

6

。
然
る

'に
千

.九
：百
十

H

年
の
運
簿
業

.同
盟

'

龍
業

.に
於

.て

.は
、紙

.纖

.も
る

‘發
，.働

，，者

の

：
風

體

.，.を

，以
..て

，.し
.
.て
、
其

勢

力
-大
..な
.
.る
'を

得

卞

、
.
.一.
.方

；
に.社

，，
會

、

’ 

，
 

.一

.

.
‘
' 

-■ 

- 

. 

■ 

- 

. 

.

. 

•
.

亦
®
業颇發
の頼に

®

へ
.
さ
る
に
至

^
^
-ん
と
す
る
の

.徵
あ
.る

ょ

等

の

掛

货

'は
政
府 

族
.國に於ける敛働不妥，の
灌
，
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し
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ド
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氏
は
千
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百
十
二

 

七
月
二
十
三
日
下
院

1.^

於

て

倫

敦

®
：同
盟 

，熊

業

事

件

の

；&
購

せ

ら

る
.
Vや

、
：！
，
場

；
の
；
演

誰

を

試

：
み

、
其

：

一

，
節
t

於

：
て"余

，
は#
.
#
,；

S
r

の
形
式
に 

'於
け
，
.る
：立
法
上
の
制
裁
な
く
レ
て

#

働
粉
購
に
關
ず
る
問
：題
を
網
決

-ず
る
を
得
る
を

.信
す
る
，
 

能
：：

は
す
。
.
.蓋
し
傭
者

.又
は
：職

H

組
合
に
し

V
、 H

業
#
,

赚
調
，，査
局
に
申
告

.ず
る
を

.好
ま
す
溝

，

i
S

 

を

無

視

す

る

者

も

-
^
、斯
る
輩
に
對
し 

'て
は
、和
.解

法

は：

全
然
'突
敗
.に：

歸
ず
可
，け
れ
ぱ
な

6

,

0卽 

ち
是
等
の

：

場
合
に
處
す
る
爲
め

.

.に
、立
法
を
要
し
、或
る
制

.裁
を
以
て
、之
を
腐

'行
.せ
ざ
る
可

£

ら 

t

而
し
て
此

«

立
法
の
、成
立
：す
る
以
前
‘，に
於

て

，

は
循

.者
越
傭
者
效
方
：に

-對
し
て
、或
る
決
梵 

の
腐
行
せ
ら
れ
、叉

.腐
：行
せ
ら
れ
，得
る
の
保
：

®

あ
る
を

.必
要

-V；

ず」

と
臉

b

、ァ
ス
キ
ス
思
の
暗
示 

的
意
見
を
明
に
せ
ん
と
し
ろ
。
而
し
ズ

S

由
黨
政
麻
：舊
來
の

」

：政
策
に
就
て
將
来
の
方
針
を 

推
察
せ
ん
か
、各
地
方

.

.に
傭
者
：幷
に
被
傭
者

.，の

代

表

画.，體

.を
'組
織
せ
し
め
、其
決
.定
レ
お
る
事
顏 

に
施
行
力
を
付
與

.す

る

，に
存
ず
可
し
。

議
.會

は

必
ず

し
^
 

.賃
銀
，の
劃
寧
を
試
み
.
す
、単
.に
關
ー
係 

者
間

1
/

成
立
し
お
る

/協
定
に
强

.制

.的
服
從

.の
效
力

.を
與
へ
、此
協
定
を
被
：毀
し
せ
る
當
事
者
に 

制
裁
を
加
へ
、破
毀
の
爲
め
に
損
害
を

.：蒙
れ
る
：食

事

者

に

，賠

償

を

離

求

せ

し

む

る
t

と
を
以
て
，
 

提

案

の

廣

倾
i

す
可
し
。

此
.
#
'の

刑

罰

に
f

じV
:

ほ
、今
日
職

i

i
く

、

勞
.働
黨
亦
斯
る
事
情
を
想
察
し

y
、

之
を
提
案
す
る
に

.至
ら
す

i

#

>

p成

る

.事
業
例
へ
ぱ
製 

靴
舉
、ズ

.1

ブ.
ッ-

ド1> 

ォ

J 

'ド
染
業
者
組
合

-
.ョ
1

グ
シ

—

染

H

組
A
ロ、プ
リ
ッ
ス
ル
、グ
リ

.
I
ス
ダ 

I

船
渠
發
働
者
の
如
き
は

"以
上
の
提
案
に
賛
成
し
、倫
敦
市
の
運
送
業
勞
働
者
亦
昨
年
の
大
紛 

嚼
ダ
を
解
決
す
る
に
當
ろ
、右
の
政
策
を
最
善
の
方
法
と
認
め
お
る
の
事
實
あ
る
に
徵
す
る

i

き 

r
6、

谈
サ
が
實
案
の
實
ラ
に
着
手
す
る
の
時
あ
る
を
信
る
に
難

&

ら
卞
。
今
日
英
國
民
は
盡 

.く
勞
働
，不

安

の
狀
態
に
對
し
て
、國

家

の
"

s

i施
設
を
爲
す
こ
ふ
を
望
み
つ
、
あ
ろ
。
赞
働
熬 

，の

靜

力

に

條

顿

す

る
®

由
黨
内
閣
の
立

.場
よ

6

1}^

ふ
と
き
は
、

#

杭
力
の
，最

ぇ

微

朗

な

る

方

遂 

を
.選
ぶ
可
き
や

1
S
,

を
俟

お
す
。

職
エ
.組

仓

の
如
 

'き
、囊
に
資
本
：祭

働
協

同

®

度
に

反

普
し
お
る 

も
今
.
日

之
を
非
難

'
.せ
す
と
す
れ

1

定
周
に

0
しV

 

%
亦
然
る
可
き

S

の
'あ
る
を
想
像
す
る 

を
得
ぺ
し
。
 

,

或

：̂
此以上に步を會になる强制的機能を賦與し

"

3

て
勞
働
不
安
の
狀
態 

を
鎭
®
す
 

'る
f
c資
せ
し
め
ん
と
す
る
者
あ

6

0

彼
等
は
從
来

.

I
f

會
が
勞
働
間

0 
.に

0
し
ィ
ぜ 

律
を
制
定
す
る
之
を
愿
行
す
る
の

：

手
段
に
缺
く
る
所
あ
る
を
以
て
、大
な
る
弱
觸
と
す
.る
ダ 

の

、
如
し
。
，
例
.へ：ぱ
廣
坑
に
，同
盟
熊
業
發
生
す
る

"な
ま
會
は
坑

★
.
が
：就
業
を
抵
む
以

：

上
は

£

英
闇
に
，於
け
：る
労
働
不
安
の
狀
態

r..ふ r-...-
-りぃで
^
 
i<i,,.eo,,.

S
I
：：
：!

レ
 

M

:

」

„

t

!

一：ン
.

M

i パ
，

'ふ
.
..タ

If：
II

pi
卜' ，;I
r,

r：



ミ，,

免

上

の
f
e家

に

對

し

V

结
働
闕
題
の
關
係
者
部
ち
傭
激
被
傭
者
許
に
社
會
公
衆
は
如
可

’
な 

^
 

.
を
有
す
る
か
。
：勞
侧
不
安
，の
狀

態

U
:

對
：す
る
傭
者
'の
態
度
，
U
.

は
、
®
々
.の
差
別
わ
卞
.す

る

乙
と

を
.認
め
ぎ
る
可
ね
ら
す
。

第

I
、

彼
等
の
.多
數
は
消
極
的
態
度
を

持
し
、識
會
の
千
波
を 

無

用

と

し
、自

由

放
任
の
地
位
に

.届
る
こ
と
を
望
む
が
如
し
。
必
ず
し
ダ
此
地
位
に
居

6

て
.，自 

已

の
自

由

意
思
に
據

て

、審

斷
を
縱
に
せ
ん
と
す
る
に
非
す
。
惟
之
を

以

て

傭
激
被
傭
者

#

か 

に
有
利
な
る
勞
働
間

.

.

.題の
、解
決
を
期
す
る

'が
爲
め
に
し
て
、舉
貴
波
等
は
多
年
個
人
主
義
に
養 

成
せ
ら
れ

、此
主
義
の

‘下
に
産
業
の
發

達

を

'告
げ
得
龙
み
を
以

て
、之
に
安
ん
卞

る
？

の
と
見
る 

可
し
。
彼
等
の
内
に
は
、全
然
傭
者
組

A
ロ
に
ダ

®

せ
ま
取
に
己
の
意
思
に
據

6

、職

H

組<

ロ
を 

對
手
と
し
て
、势
働
一
條
伸
を
決
定
せ
ん

と

す
る
者
あ
ろ
。
旣
に
傭
者

.組
合
に
-す
ら
屬
す
る
を
报 

む
以
上
は
、更
に
之
ょ

6

大
な
る
外
問
の
監
督
に

S

し
て
は
、其

0
類
の
：
.如
‘何
を
問
は
ま
之
に
反 

劉

す
る
を

以
て

、當

然

な

1
C
す
a

第

ニ
、1

地
方
に

.於
，て

俗

密

紙

.に

獨

一，化

の
似

ザ

と

一
致 

の
態
度
を
艰
る
？
の
に
於
て

か

從

来
.任
意
に
勞
働
者
と
協
定
し
お
る
以
上

に
、協
定
ず
る
を
好 

ま
す
、
多
年
發
働
者

ふ

成
る

®

廣
‘に
於
て

.
S
譲
的
協
宜

^

爲
し
来
：
ら

お

る

事
實
を
擧

t
、

勞
働
激 

の
地
位
を
進
む
ふ
爲
め
に
、立
法
の
必
要
な
る
を
認

.め

#1；

る
者
な

.
6

?
郎
ち
成
る
货
物

G
i"

產
出 

せ
ら
る
、

.
M業
に
放

V
.

ゆ

、数
働
者
は
旣

®

品
の
資
價

©

高
低
を
標
維
-̂
し

て

、其
收
入
ど
嫩
減 

す
る
の
主
義
に
據
て
、資
本
ま
と
協
究
し
、鐵
、銅
鐵

^
^業
に
於
て

t
t特
に
潤
滑
平
準
法
の
効
跟
顯

英
國
.に
於
け
る
缴
働
‘不
安
の
.狀

赂

 

n
i
l
,

七

10

英

國

に

於

け

る

务

働

l
4

安

の

狀

態
 

H
 I 

f
i、

を
强

®

し
て
復
業

'せ
レ

^

.る
能
：
^

ホ
、坑
主
が
拒
絕
す
る
以
上
は
、炭
坑
わ
開
掘
せ
し

' む
る
能
は 

ま

鼓

.

.に
於
て
か
、彼
等
は
：後
者
、のV

場
合
に
於
て
は

i

る賠償を與へて、
炭を國家の所

ハ .. 

に
移
レ
て
其
開
掘
を
確
保
し
，、前

者

の

場
<
ロ
に
於
て
は
、就
業
を
拒
絕
，す
み
者
に
.刑
罰
ど
課
す
る 

の
桃
能
を
國
家

.U
與

ォ

を
の

..必

.爽

を

唱

f

雖
を
斯
る
政
策
は
同
盟

.龍
業
を
其
行
は
る
、
に

. 

任
す
ょ
ろ
パ
、弊
害

.
の
大
な
る
を
免
か
れ
ざ
る
可
し
。

政
府
は
⑩
年
来
生

.括
費
に
關
す
る
調
査
に
從
ひ
、生

 

'情
費
®
加
の
事
賞
顯
著
な

ら

ん

ル
、
之

に

應

b 

郵

便

事

務

现

業

員

の

如

き

官

廳

管

轄

の

，下
に
在
る

努

働

者

の

貧

銀

，に
曾
率
を
于
ふ
こ

と
を

®

し
お
ス
か
、今
や
生
活

®

®
か
の
事
贊
顯
然
，お
る
の
報
吿
を
得
：

^

ろ
と
云
へ
ぱ
、此

0

に

於
て
な
今
，後
或
る
改
た
を
告
げ
、
働
不
安
の
狀
態
を
鎭
静

.ず
る
に

•資
す
る
の

m

遠
き
に
ぉ
ざ 

る
可
し
。
，
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英

國

に

於

け

，
る

势

働

不

安

の

狀

態

 

^I
I

八

箸
，な

る

の

事

實

を

擧

？&
、以
‘
で
資
本
勞
働
の
闘

‘係
を
調
和
ず
る
の

#

地
一
あ
ん
.

i
す
。
而
し
て
斯 

る
意
見
を
有
す
る
傭
.者
は
勞
働
者
社
會

.に

異

常

；
の
.
不

安

狀

態

あ
る
を
認
め
す
、外
部
の
千
涉
に 

依
て
、清
利
な
る
結
果
を
齋
す
可
き
を
信
：せ
ヤ

C
る
な

'

。̂
第

H

、然
る
に
運
送
、運
輸
業
に
於
；セ
は
、
 

事
情
の
自
ら
異
な
る
を
の
，，あ

6

。
是
等
諸
業
に
於
て
は
、直
梭
货
物
を

.
生
產
す
る

V

.業
と
異 

な
ぐ

"势
働
者
の
賞
銀
に
ま
動
的
變

K
.
の
撒
ー
ス
ら
る
可
き
'標

準

を

存

せ4̂
。

隨
て
勞
働
者
に
し 

て
、生
括
標

m
の
向
上
、生
俩
費
の

®

加
を
理
由

i

し
て
、傲
者
を
動

&

す
に
非

ft；

れ
ぱ
能
く
货
銀 

を
®

加
し
て.、他
オ
面
の
勢
働
者
の
享
く
る
利

S

を
頒
つ
能

'は

ホ

。
，：
：
傭

者
ほ
圓
ょ

6

勢

働
者
に 

働
し

て
.、寬

大

な

る

態
度
を
示
さ
★
、彼
等
の
要
求
に
接
せ
さ
る
に
、贊
銀
を
引
上
ぐ
る
こ

i

な
き 

を
以
，て
现
蹄
に
於
て

t
t勞
働
者
は
組
織
の
力
に
依
：

6

、4
i
己
が
公

*正
と
信
す
る
所
を
：强
力
を
以 

<

得
ん

i

す
。

に
於
て

S
r

蓮
輸
運
送
業
の
傭
者
は
漸
次
危
臉
を
咸

b
成
は
傭
者

S

ら
進
ん 

'̂
勞
働
者
の
要
求
に
應
す
る
を
：僻
せ
さ
る
《
の

.
あ
タ
。

北
東
鐵
道
會
'社

が

職

工

組
A
ロ
を
公
認 

し
、組
八
ロ
と
直
接
に
勞
働
條
件
を
協
定
せ
ん

i

す
る
に
至
れ

^9 

'S.

如
き
、此
一
例
を
以
て
見
る
，可 

し
。

英

画

北

炎

地

方

，に
於
て
、職

H

組
合
の
勢
ガ
强
大
な
る
を
顾
み
る
と
き
は
、傭
者
が
此
方
針 

に
出
や
お
る
亦
異
と
す
る
に
足
ら
す
。
而
し
て
傭
者
が

一

步
を
進
め
勞
働
者
を
し
て
契
的
被

13

毀
.に
：伴
ネ
揖
害
を
貧
，擔

せ

し

む
る
條
仲
の
下

に

.、勞
働
條
件
を
決
定
す
る
傭
者
被
傭
者
聯

A
ロ

の 

裁
定

.

.機
關
の

.組
織
.を
求
む
る
に
至
ル
る

は

、自
然
の
勢

i

ず
可
し
。

. 

.

第
ニ
<
势
働
不
安

-
の
狀
：態
に
舞
す

y

徵
働
者
自
森
の
態
度
に
就
ズ
は
、彼
等
の
資
本
又
は
資
本 

1^.

度
：L

I

臂
す
る
、見
解
の
，相
違
：.せ
M
る
爲
め
に
，分
岐
の
甚
だ
レ
き
ダ
の
あ
み
。

-

發
働
者
中
、資
本
制 

度
の
：
.價
'値
を
：承

‘離
す
る
ダ
の
あ
る
可
レ
と
雖
も
其
多
數
ほ
此
制
度
を
以
て
、多

.數
者
の
..犧
姓
に 

依
て
/

#
教
者
：の
致
：'富
を
策
す
る

.

の
と

'し
、無
政
府
主
義
一
者
の
如
き
"
シ̂ンデ力リスト

J

の
如
き
、
 

此見地ょ

6

現
狀
の
打
：破
、奮
制
.度
の
破
壤
を
主
張
し 

< 
已
ー
ま
す
。

ト
ム
、1̂.

ン
氏
の
如
き
ロ
を 

開
，け

ぱ

資

本

制

度

を

破

壤
V

て
、資
本
を

-獨
6

勞
⑩
者

.の
所
有

P

移
す
の
必
要
を

•說
.き
、其
勞
傅 

時
間
の
滅

.縮
、資

0
の
潜
逸
を
求
む
る
、が
如
き
も
畢
貴
一
事
業

M
に
於
け
る
生
：塵
方
便
を
全
然
勞 

動
度
の
所
有
に
歸
せ

.
し
む
る

一

階
梯
え
す
る
に
過
ぎ
ホ
。
随
て
資
本
家
が
多
少
の
譲
步
を
爲 

す

，
ダ

熊

く

彼

：
等

の

：咸

，
情

を

，
綴

：
和

ず

：
る

E

足
ら
す
、一
の
讓
步
を
：

#

4

ぱ
#.働
者
は
終
局
の
勝
斜 

に
‘
達

す

る

1

步
，を
進
め
お
ク
と
し
て
、卿

&

滿
足
の

-
意
を

.0
す
る
の
み
。
斯
る
思
：想
：に
し
て 

努
働
者
の
問
に

®

資
せ
，ん
か
、勞
働
不
安
の
狀
態
は
畑
丘
す
る
の
時
な
わ
る
可
し
。
蓋
し
赞
働 

者
g

ら
規
ニ

P

經
濟
組
織
の
維
持
せ
ら
る
、
雜
圓
內
に
於
て
、何
ぢ
の
を
ダ
望
ま
ざ
る
を
以
て
何 

英

國

に.於

け

る.势

働

不

安.の
：鉴
"
.
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if
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與
國
に
於
け
.る
努
働
不
ま
の
狀
態

等
の
對
策
を
見
出
す
能
は

fti

れ
ぱ
ぷ

6
.
0

然4

と
：な
英
國
缴
働
者
の
多
數
は
常
識
に
富
み
、理
性
に
豐
な
る
の
黯

f
c於

V

、他
に
比

0
を 

見
ざ
る
の
稱
ぁ

6

。
摄
亂
は
敗
て
彼
尊
の
好
ま
さ
る
所
に
し
て
、寧
ろ
现
下
の
不
安
默
態
を 

し
，部

.分
的
若
し
く
は

1
般
：的

同

盟

罷

業

の

爲
.め
に
、損
失
を

»
;る
‘こ
と

な
く
、經
濟
的

.利
a
 
S

 

大
限
を
收
む
る
の
道
に
就
く
は
、彼
等
の
最
も
熱
心
に
希
，望
す
る
目
標
：な
4

近
蹄
ゥ

:4 

.

.
 ̂

X 

氏
は
英
國
勞
働
者
の
性
称
の
著
し
く
變
轉
し
お
る
こ
と
を
論

b「

英
國
，の
勞
働
者
ゆ
從
來
其
見 

識
の
狭
陰
に

し

て
、叉
多
く
實
際
的
に
流
る

 
>

の
®

向

.
^

」

.示
し
お

.
6。.
彼
等
の
想
像

力

の
爽

少
 

に
し
て
、加
ふ
る
に

j

般
的
理
想
の
缺
加
せ
る
は

、
®
々

f
t會
主
義
者
件
に
草

命

的
理
論
家
を
し 

て
滅
等
の
爲
す
無
き
に
臾
望
せ
む

め

6
 

0
彼
：等

は

律

來

同

盟

罷

業

を

企

て

お
6
 

i
雖
ダ
、單 

に
資
銀
の
播
進
勞
働
城

^

の
®

限
を
目
的
と
し
お
る
の

.み
。
彼
，等
は
現
在
の
產
業
制
度
サ
に 

其
方
式
に
安
ん

b

て
、何

.等
疑
ネ
所
な
か
ム
き
。

\

然
る
に
今
や
事
情
は

#

變
し
滅
蹄
代
.の
势
助 

者
は
舊
蹄
代
の
勢
働
者
を

®

遂
し
、冷
日
政

'治
幷
に
產
業
界
を
ま
配
し
.つ

ぁ

る

老

年

中

年

者
 

の
全
：，然
關
知
；
ず
る
思
想
を

#
Iせ
.

CS。 .

卽
ち
彼
等
は
制
虔
に
反
抗
し

#

働
の
根
本
的
：̂
件 

反

0
ず
"る

爲
め
に
、不

定

の

目
的
を
以

て
、同

盟

罷

業

を

爲

：す

に

至

れ

6
V
, i

<
 

t
e 

A
v
o 

.

勞
，働

15

、谨
ホ

「

シ
；\

デ
力
リ
ム
，を

.信

奉

す

，る
卷
の
性
格
行
，動

の
-ン

H

 

.ル
ス
氏
の
所
說
の
如

.く
な
•る
は 

明
白
タ

6

と
雖
な

"

^
數
の

#

働

者

は

必

す

じ

ダ

燃

ら

卞

。

彼
等
は
、槪

し

V

俾
全
な
る
常
識
を 

，有
す

.る
の
黯

'に
於
て
、前
滩
代
の

.發
働
者

と

異
，な
一
る
所
多
し
：と
す
可
を
ら
卞
。

社
會
制
度
の
极 

抵
を
維
持
し
而
レ
て
勞
働
者

.の
要
求
す
る
所
、少
な
く
と
ぶ
览
位

.の.

上
進
、知

.識
'め
發
達
，に
件

.. 

，要
求
を
滿
足
せ
し
む
る
の
見
地
よ

6

云
は
ん
か
、彼
等
が
毎
週
定
額
の
銀
を
收
得
し
、而
し
て 

此
ま
觀
商
工
業
繁
榮
の
蹄
期
に
跨

V
、

舊
.來

の

報

度

に

：固
.定
し
て
、停
®
:す

る

が

如

き

.こ
と
な 

‘一
き
ン
厕
♦

に
、商
工
業
不
振
の
海
期
に
於
て
、勢
働
，蕃
獨

6

其
炎
禍
を

0

i

0

に
不
法
の
低
減 

を
艰
さ
 

>

 

る

t

て
多
數
勞
侧
者
の
重
要
視
す
る
黯
に
し
て

^
^
等
は
此

3
1

に
或

る

保

證

を

求

.め
て 

&

ま

さ

る

，̂

の
.な
6
0 

4
^

期
の
職
工
組
合
聯
合
會
に
於

.
\此
種
の

0
M ̂
0
0
し
、多
數
の
.養
成 

を
得
て
決
議
せ
ら
る
最
ぢ
注
目
を
値
す
可
く
乂
勞
働
黨
だ

I

他
：職

H

組

<

ロ
と
♦
，調

を

一 

y

,す
る
篇
め
に
、綱

®

，

g
：

f
c職
エ
組

A
ロ
.の
企
：鬪
す
る
計
盡
を
描
ぐ
る

i

と

少
な
か
ら
卞
。
現
に 

千
★

百
十

ニ

年

勞

，働

黨

首

傾

ベ

K
グ
|

ナ
I 

が

V

 

I

ミ
ン
ガ
ム
.に
於
け
る
弗
會
に
提
捧
し 

セ
.る
籍
働
不
安
に
働
す
る
救
濟
策
中
、

r

，土

地

織

道

を

始

め

總

て

め

公

共

的

.事
業
を
公
有
に
移

す

姬

會

主

義

的

樂

圓

1
1

總

V

の
人

に

0
す
る
.最
低
臂
，灘

を

i

週|
1

三

十

に

劇

，定

す

，る
1
1
C

.. 

.
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總
て
-
の
：事
業
に
：於
け

る
.赞
働
職
間
を
.
八
糖
間
：に
：限
：0
し
、必

0 
a
 

‘む-を

得

ざ

る
.：揚
☆

の
外
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業
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禁
i

‘す
る
'事
、®
勞
働
權

.
，
の

..，承
認
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小i
.

校

ょ
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$

に
'至
る
ま
や
無
料
敎
育
制
度
の
制
，
 

定
，

§

賞
：銀
.截
定

.局

.法
の
擴
張
、

§

選
擧
法
改
革
並
に
ォ

.
ス
f

ン
判
決
械
棄
等
を
描
げ
お

‘
る
.
.が
. 

是
等
の
内
、第

U
、

第
•三
、第
五
：の
諸
項

.は
職

H

組
合
の
主

.：張
と

}
:に
‘合
教
せ
る
ダ
の

i

云
可
く
、
 

J

方
に
機
關

H

出
身
に
し

V
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グ
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ス
ゴ
！
市
ズ
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ッ
グ

：

プ，ラ
づ
ヤ
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區
を
代
ま
す
る
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院
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員
ジ
1

で：
メ
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，
1

ン.
ス
氏
が
維
て
の
職
業
に
，對
す
る
勞
働
挣
間
を

I

週
：m

十
八
蹄
間
に
限
，襄 

す
る
：と
を
主
張
し
、國
臾
聯
合
装
飾
業

.

職

工

組

，合

の

書

記

：
長

>

.

レ
キ
サ
ン
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ず
シ
ッ
プ
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間
.

勞
働
：の
制
度
が
同
僚
ょ

-

麵
韵
を
奪
取
す
る
の
故
、を
以

.

て
、之
に
反
趣
し
つ
、
あ
る 

が
如
.

き
ポ
英
國
炭
犹
失
：

®

合
組
合

の
.

孰
行
.

委
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'
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し
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働

の

決
.

§

働
者
の
資
蟾
し
得
る
家
賃
を
標

.準
i
 

す
I

足
^
 

I

I

の
-

|

を
以
，て
、

|

不
f

 

t
す

I

I

の
重

f

る

f

.し 

4
^
,

る
、が
.
.如
.き
、發
働
者
の
：利
害

-を
代
表

'
,す
る
者
の

.

意
：！！̂

',

の
，一 ...

教
'
點
を
示
す
ダ

.の
な
ろ
。
而
し
ズ

賃
銀
裁
定
局
法
の
擴
張
は
國
家
の
干
波
に
依
て

t

貝
0
を
劃
定
す
る
の
利

S

を
银
認
す
る
デ
の 

に
し
て

#

働
者
の
利

S

を
代
ま
す
る
者
に
依
て
、此
説
の
唱
出

.せ
ぶ
る
，、
を
見
る
は
#

働
不
安 

妝
態
の
對
馈
と
し
て
、

^
^働
者
の
要
請
す
る
所
め
如
何
な
る
邊
に
存
ず
る
や
を
明
に
す
る
«
の 

と
云
ふ
可
し
。

蒂
輩
は
併
に
缴
働
黨
若
し

く

は
職
工
組
<ロ
 

に
於

.
て
發
表
し
お
る
意
見
に
據
て
、如
上
の
推 

六
ぜ
發
働
黨
の
代
表
者
が
下
院
に
提
出
し
お

缴

働

黨

の

態

度

を

明

：，

U

す
る
の
資
料 

者

徹

に

職

H

組

☆

の
代
表

f
f
l體
の
綺 

否
と
を
問
は
す
、總

て

同

1

事
業
に
從 

す
。

識

案

と

レ

て

提

出

せ

‘ら
れ
お
る 

の

提

案

を

爲

し

お

る

は

、莱
國
に
於
て 

助

力

を

以

て

す
.

る

に

熱

心

，な
る
を
示 

し
、識

會

の

嚴

認

を

經

お

る

約

定

を

邀

.

英

圓

に

於

け

る

数

働

！

^

み
i

を
-

S

 

, 

結
し
た 

ふ
傭
者

組
織
ぁ 

す
^

の
. 

守

す

..る の
所
屬
者
の
非
公
式
ち
又
は
識
會
以
外
の
場
所 

.洲

を

下

す

を

得

る

の

み

な

.ら
す
ギ
丸
百
十
二 

る-
I

議
案
に
依
て
、数
働
不
安
め
狀
態
に
對
す
る 

お
り
と
す
る
に
晴
躇
せ

ず
。

同 

る
任
意
的
約
定
を
し
て
、奨
約
の 

を
拘
束
す
る
効
力
を
有
せ
し
ひ 

6

、其
議
決
を
見
ざ

6

し
と
雖

义 

る
努
働

f
f
l體
が
任
慮
的
行
動
'を 

.と
す
可
く
、或

★

職H

組
合
ダ
傭 

に
0
し

、金
錢
上
の
保
證
を
®
せ

案
の
要
黯
は
傭 

當
，事
者
お
，る
と 

る
の

一

事
に
律 

勞
働
黨
だ
此
植 

糊
ふ
に
、國
家
の 

者
ダ
一
旦
成
立 

ざ
る
に
至
る

や

四 
ニ
ニ
 11
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-
r
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英
國
に
於
：̂
る
歡
安
の
濃
，
. 

：

' 

: 

5

S
 

«

知
，
る
可
か
ら
卞
。
、
近

年

於

け

る

勞

働

不

安

の

狀

態
：；

に
伴
ぅ
ズ
、生
じ
お
：る
幾
多
の
事
實
に 

K

み
る

i

き
は
、画
家
は
同
盟
籠
業
の
爲
め
に
、産
業
の
揽
亂

S

4
'
、

又
.社
會
の
圃
戚
す
る
を
座
視 

す
る
を
許
さ

 

>

 

ると共に、
勞
働
者
し

.て

.勞
働
に
對
，す
る
合
理
.的
報
酬
を
獵
得
せ
し
む
る
の 

保

證

ダ

獨
6
.國
家
に
於
て
之
を
爲

r

w
る
可
か
ら
る
の
理
を
明
に
す
る
な
の
あ

6

0

,藻
洲 

に
於
 

< 
は缴働：
者
の
賃
銀
灾
明
社
會

'の

1

員
と
認
め
ら
る
普
通
，被
傭
卷
の

H

當
な
る
要 

ま
を
充
す
に
足

.る
'

%
の
な
ら

^
!
る̂
可

S

ら

ま

る

の

原

則

を

確

定

す

る

に

至

れ

-
^
。

思
ふ
に
英 

國
に
於
て
だ
此
原
則
の
立
法
上
に
確
定
せ
ら
る
：

^

に
至
ら
ざ
る
限
ん
ノ
、勞
働
不
安
の
狀
態
を
脱 

却
す
る
能
は
さ
る
に
：

^

，ざ
る
か

0 

襲
日
炭
坑
最
低
賞

0
法

U

於
.て
坑
夫
に
對
し
，最
低
賞
，銀
栽 

定
局
法
に
於
て
、苦
役
，事
業
に
從
ふ
勞
働
者

U
飘
し
て
認

‘め
ら
れ
お
る
原

’則
に
同

b 
く
國
ま
の 

助
カ
を
得
に
非
ざ

4

ぱ
虔
活
货
銀
を
獵
得
す
る
に
難
き
總
て
の
勢
働
者
に

.

*
し

V

認
め
ら 

る
冗
き
の
道
理
な

6

。
然
ダ
此
.目
的
を
巢
す
國
家
機
闘
が
當
骑
の
政
府
若
し
く
は
政
黨
政
治 

の
#

力
の
外
に
居
る
は
最
ダ
必
要
に
し
て
、此
酣
慮
を
缺
ル
ん

&
、勞
-働
者
の
勢
力
を
意
外
の
邊 

に
#
張
せ
し
む

可
し
。

卽
ち
英
圆
が
從
来
炭
坑
最
低
貴
銀
法
に

於
け

る
地
方
局
、賀
銀
裁
定
局 

法
に

於
け

る
裁
®

局
に
獨
立

-

公
平
の
性
質
を
有
せ
し
め
お
る
所
以
な

6

。

19

卽
ち
總
て
の
勢
働
者
に
生
活
赁
銀
の
獲
得
を
保

®

す
る
に
は
最
低
賃
銀
裁

.定B
i
t

法
の
主
義

を
擴
張
す
る
を
以
て
叢
良
ゆ
方
法

i

す
；
 ̂

i
雖
も
然
ダ
此
方
法
を
以
て
し
て
は
、勞
働
者
が
或

る
職
業
に
就
き
お
る
場
合
に
、最
低
賃
銀
を
保

®

す
る
に
止
ま

-

CV、

一
 

步
を
進
め
て
職
業
其
ダ
の

を
提
供
す
る
？
の
に
非
す
。，勢
働
者
に
し
て
職
業
に
就
：く
能
は

f
j

ら
ん
，わ
、最
低
賃
銀
に
關
す

る
法
制
如
何
に
整
頓
す
る
も
遂
に
能
く
彼
等
を
利
織
す
る
に

.足
ら

f
i
r

る
な

6

。
英
國
政
倚
從 

• 

•

来
の
施
設
を
以
て
し
て
は
缴
働
取
引
所
の
施
設
を
發
達
せ
し
め
て
、数
働
に
對
す
る
需
要
と
供 

給
と
を
調
，節
し
、

一

方
最
低
賃
銀
法
の
、効
果
と
相

'俟
つ
て
、勞
働
市
場
に
嚴
て
、臾
業
の
爲
め
に 

.
M

獵
す
る
者
な
か
ら
し
め
、而
し
て
職
業
に
就
く
者
は
必
ホ
最
低
賃
銀
を
得
る
こ

i

、
し
、以

< 

人
の
生
活
上
に
起
る

®

難
に
當
ら
ん
と
す
る
と
雖
ダ
ぶ

H

進
識
者
は
，到
底
之
を
以
て
滿
足

>

^
 

進
ん

'

勢̂
働
權
、職
業
に
骤
す
る
機
利
の
银
能
を
必
要

i

す
可
く
、此
細

1
4

於
て
他
日
の
衡
突
を 

免作す。否此

S

の
衝
突
は
親
に
缴
働
黨
の
識
會
に
提
出
す
る
等
働
權
法
案

(
R
i
g
h
t

 

t
o

 

w
o
r
k

 B
m
)

に
對
ず
る
政
麻
の
態
度
を

2̂

れ
ぱ

、其
端
を
發
せ
る
の
觀
な
き
能
は
す
。
勞
働
權 

法
案
の
要

®

:

善̂
意
を
以
て
，央
業
し
お
る
發
働
者
に
對

し
、画
家
に
就
で
癒
當
な
る
職
業
を
要

ま
す
，る
か
、然
ら
ず
ん
ば
有
形
的
効
程
を
標
準
と
し
て
、摩
働
者
幷
に
從
厕
者
を
扶
助
す
る
費
用

.

- 

' 

'

.

§

に
於
け
る
努
働
}
^
^の̂
'肤
態 

. 

E
n
s



き
f>.

(;l
«

I

英
间
に
於
け
る
分
働
不
安
.の
狀
態

i
i
m

六

を
國
家
，に
要
求
す
る
法

.律
上
の
權
利
を

.謝
む
る
に
存
す
。

#

.
働
者
に
，最
低
貧
銀
を 

立
法
に
S

い
て
：此

種

の

：要

求

の

起

る

は
®

然

の
*

路

な
6
 

i
雖
ダ
斯
の
如
き
は 

の
制
皮
と
し
て
認
せ
ら
る
可
き
に
非
す
。
或
は
ま
進
論
；は̂之を以

昭
を
得
す
る
？
の
と
認
め
ん

5
/

然
«
 r

g

低
货
報
を

•
成
る
方
独
に
依
て

M

*
' 

: 

^
' 

-
. 

.

.

.
 

. 

■ 

.

.

.

.

. 

.

.

.

を
潘
認
せ
ざ
る
ダ
必
卞

し

.ダ
急
進
論
者
の

嚼

ふ
V
0非
難
の
當
れ

6
 

i
す 

6
0 

®ち
社
會
改
应
家
が

H

家
に
劃
定
を
ま
め
つ

〜

ぁ
る 

を
f
t示
し
、而

し

て

之
を

一

定
不

f
t 

額
に

f
f
i 

,
£
ん

と

ず

る
 

X

明
の
發
逮
.之
に
伴
ふ

人

良

0 
0
の
潜
進
に
對
し

て
、成
る 

者
は
文
明
社
會
に
棟
思
す
る
を
値
す
る
の
所
得
を

收

め
、萬

の

剩
れ
る
を
の
.
を
以
て
、
之
に
應
す
る
を
得
べ
け
れ
ぱ
な

◊

: 

. 

-

'

，英
國
從
來
裁
定
局
法
に
依
て
、最
低
賃
銀
を

H
i

此
す
る 

最
低
货
観
を
法

®

す
る

.が
如
き
は
、

®

際
上
の
問
題

i

し
て 

認
6

る

能

は

一

 

般
的
最
低
賃
銀
を

1

週
間
三
十
志
と

生
®
赏
銀
は 

の
意
に
非

*
 ̂

闘
係
，を
保
つ 

1

央
業
し
お

る 可 .敢 る 定 て  

場 く 生 て 能 し II: 

# 斯 f s 貨 a 一 翁 

に く 货 將 さ、、 i f に

す tt、 以 

る . 未 上  
の だ に  

議 實 更  

m 行 に 
は 的 法  
# 性 #  

に 賞 を  

急 を 以
保
®
す
る 

揚
に
國
家 

一
筒
の
缺 

に
银
®

權 

る
事
情
あ 

を
以
ズ
之 

銀
の
額
は 

し
て
数
働 

-平
生
所
得

て
一
般
的 

有
.す
る
を 

進
臉
密
に

依
て
主
張
せ
ら
る

赏
際

.的
則
書
と
し
て
考
量
，せ

ん

、之
を
嚴
認
す
る
に
難
し
。

敏

の る

者
に
最
低
限
度
を
割
し
て
、生

®

*

銀

を

與

ふ

る

の

提

案

j

般
に
承
認
せ
ら
れ

、数

働

者
は
人

®
 

と

し

て
の
存
在
を

W

さ
レ
る
が
加
き
報
酬
を
以
て
し
て
は
有
用
の
势
働
を
爲
す
能
は
さ
る
の 

事

實

.
P

明

瞭

と

爲

ら

ん

力

社

會

改

t

M
の
，詠

盡

は

將

に

I

歩

を

進

め

お

る

.
P

の
に
し
て
、從
取
楚 

等
の
：點

に

離

く

る

所

ぁ

6

お
る
が
爲
め
に
生
じ
お
る
努
働
不
安
の
狀
盤
の
如
き

躯
を
改

む 

に
至
る
の
道
理
な

6

。：
或
は
言
は
ん
、

®

^
働
者
に
對
し
、

#

勢
働
の
勁
程
を
問
は
卞
し
て
.
®
額 

货

艱

保

®

ず
る
は
不
公
正
な

6

と
パ

然

《
今

H

麥

數

の

H

業
に
於
て
、多
數
の
努
働
港
の
货 

銀
に
對
し
て
は
、出
艰
高
の
如
何
に
狗
は
ら
す
、一
定
#
間
に
骤
ず
る
標
準
賃
銀
な
る
ダ
の
ぁ
ム

4

 

5

 

S

J

せ
ら

.
t

事
X

を
J

:

せ
ん

を

種

£

難
£

ら
f

は
#
を 

俟
た

f
o

る
な

6

。
 

'

5

•ルm

公
衆
は
数
働
不
安
の
狀
態
に
對
し
て

r

如
何
な
る
態
度
を

持

す

る
や
。
社
會
が
其
炭
坟 

業
-.-

於
け

/
と
運

S

業
に
が
け
る

i

を
.間
は
ネ
、近

0

行
は
る
 
>

 

が
如
き
同
盟
灌
業
の
ザ
パ
め

仁

、 

大
.な
る
影

*

を

蒙

：
る

，
こ

と

を

e

覺
せ
る
は
勿
論
に
し
て
、而し
て
今
ぱ
の
如
き
勢
働
問
题
の 

从
に
就
て
、

I

干
渉
の
端
を
示
せ
る
照
に
は
勞
働
不

i

態
の
翁

®

に
就

V

I

I

の 

シ

版

ら
/
 

i
ず
る
の
念
な
き
を
，得
ナ
。

千

九

百

十

一
.

年

の

國

難

調

査

に

據

れ

ザ

、英
國
の

菜
國
於
け
る

.势働
}

^
の
M
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英

圓

に

於

け

る

努

働

不

安

の

狀

態

 

@
1

1

八

ロ
は
四
千
五

'百
ニ

.十
，r

萬
六
千
.六

百

六

十
五
，人
に
し
て
、

一

方

U

職

H

組<

ロ
員
の
數
は
ニ
百
四 

十
三
萬
五
千
七
百

M

人
に
上

-CV、

此
內
.重
要
な
る
組
合
百
に
屬
す
る
者
の
數
の
み
を
以
て
し
て
、
 

百
因
十
五
萬
九
千
六
；百
八
十
七
人
を
下
ら
す
。
炭
忧
業
'が
七
十
萬
八
千
四
十
人
、蓮
輸
業
が
ニ 

十
®

寓
ニ
千
ニ
百
七
十
人
、織
物
業
が
三
十
七
寓
九
千
百
.八
十
二
人
の
組
員
ど
有
す
る
が
如 

き
"其
顯
著
な
る
タ
の
な

-
0
^
0而
し
て
是
等
の
組

<
ロ
員
が
或
る
方
法
の
卞
に
於
て
は
防
.
す
る 

を
得
べ
き
場
合
に

r

凰
々
同
盟

0
業
を
取

‘
て
i

家
族
を
擧
げ
て
生
計
上
の
困
難
を
戚
せ
し
め
，
 

或
t
t»
人
の
內
職
を
盛

に
し

V

、数
働
虐
，週
の
端
を
滋
く
じ
、小
姑
の
發
育
を
傷
け
て
、次

の

貧
 

良
を
培
養
し
、或
は
勞
働
者
を
臾
業
又
は
勞
働
不
能
の

狀

態
に

陥
ら
し

め
て
、以
て

近
き

將
*
に 

於
け

る

救
貧
院
受
救
者
の
.數
を
獵
加
す
る
等
幾
多
不
良
の
影
響
續
出

す
る
に

於
て
は
、從
來
讓 

，會

.の
試
み
お
る

I

部
工
業
に
對
す
る
賛

0
0
定
若
し
く
は
.維
持
の
政
策
を
他
に
及
ぱ
す
の
希 

望
を
生
す
る
や
偷
を
俟
お
ざ
る
な

6

。

三

P  ■
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m
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a

jii

H
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i

n
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I 

> 

i 

! 

i
w
n
l
t
> 

r 

f

近
年
英
卿
に
於
て
、一
の
同
蠻
權
エ
想
直
し
て
、直
に
次
の

i
g

H
に
接
し
、世
人
を
し
て
應
接
に

邊
な
き
の
感
を
懷

^
§し
む
る
に
就
て

は
、龍
業
に
徵
ず
る
解
決
の
道
宜
し
き
を

得
ざ
る

.に
基
く 

の
事
情
あ

'

CN。

而
し
て
，此

®

に
就

て
は
.政
府
に
贵
任
の
貧
ふ
可
き
ダ
の
な
し

i

せ
卞
。
世
人 

は
一
.
の
罷
業
想
止
し
て
、勞
働
者
が
復
業
す
れ
ば
、之
に
依
て
產
業
上
の
平
和
を
牧
あ
得
お

6

と 

し

て
、
滿
足
の

.意
を
表
レ
寵
業
終
了
の
條
件
が
勞
働
者
の
成
功
を
意
味
す
る

5
T、

其
先
敗
を
*
示 

す
る
ケ
將
お
！

^

S

讓に甚けるやを

.时
は

‘ざ
る
が
如
し
。
同
盟
罷
業
に
對
す
る
方
針
と
し
て 

重
要
な
る
は
、籠
業
を
終
想
せ
レ
む
る
と

.共
に
、令
後
發
生
の
危
臉
を
杜
絕
す
る
に
在

6

。
若
し 

ダ
籠
業
終
了
の
條
仲
に
し
て
、後
激
の
者
量
を
缺

-S：

ん
何
等
解
決
の
道
を
得
た

6

と
見
る

可 

ゎ
ら
さ
る
な
ら
。
例
へ
ぱ

.千
九
百
七
年
の
纖
道
现
業
者
同
盟
.罷
業
に
舞
す
る
解
決
飲
依
然
勢 

傲
者
を
不
安
の
地
位
に
置
き

お
る

爲
め
、千
九
百
十
一
キ
更
に
以
前
の
擺
業
に
比
較
し
て
、臉
惡 

な
.る
罷
業
を
賺
敎
せ
ん

i

す
る
原
®
と
爲

れ
ク
。

而
し
て
千
丸

百

十
一
年
の
紛
購
，解
決
ぞ

；

S

 

き
將
政
に

於

て
、籠
業
の
雨
®
を
招

ぐ
の
近
因
と

爲
る
可

き
と
は

、
®
人
の
略
ぱ
期
す
る

所
な

る 

が
如
し
。

一
の
龍
業
を
想
止
せ
し
む
る
こ
と

\

產
樂
界
に
平
穩
の
狀
態
を
確
保
す
る
：こ

i

、
 

は
、
全
然
別
筒
の
問
題
に
し

て
、
同
龍
業
の
根
本
原
因
を
為
除
せ
す
し

て
、籠
業
を
媳
止
せ
し

む 

る
は
、產
業
上
の
平
和
わ
實
現
す
る
の

®

棟
に
非
ぎ
る
辟
勿

#

、却
て
他
日
の
®
亂
を
藤
成
す
る 

英
國
.に
於
け
る勞働

不
安
の
淑
猶

. 
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1
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告
を
爲
す
能
は
ざ
る
こ
と
し
お

6

。(

以
上
の
制

.，度
に
據
て
、各

鐵

道

會

社

の

和

解

局

が

.決
览 

し
セ
る
努
励

®
' 件
は
一
括
し
て

、Re
p
o
r
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d
p
. 3

1
4
1
4
4

 

に
揭
げ
ら
る
？
就

 

< 

見
る

IS"
し 
o)

斯
の
如
く
し
て
和
解
局
制
度
鐵
道
業
に
成
立
す
る
や
多
數
の
.人
は
同
盟
他
業
の
災
離
を
免 

か
れ
得
お
る
を
霉
び
、

®

に
今
後
七
報
問
同
盟
播
業
の
發
生
せ
^
る
保
障
の
鼓
け
ら
れ
お
る
を 

祝
し
お
6

 

i

雖
も
然
ダ
其
数
働
者
に
幾
何
の
効
巢
を
及
ぼ
，し
お

>
0

や
を
考
ふ
る

i

き
は
、央

^

 

す
る
所
な
き
を

'

禪

す
。

グ
.

レ
'い~

-
ト
ィ
‘

—

ス

タ
I

ン
、
ク

レt

ト
/
. 

t

.'ザ
I
 

敦

ノ
^

—

.ス

-ン̂
 

ス
タ
I

ン
、
三

ッ
ド
ラ
ン
ド
諾
鐵
道
會
社
の
如
き
は
、和
解
局
を
組

®

し
お
る
會
社
の
大
な
る
％ 

の
な
6

。

而
し
て
是
等
の
會
社
の
货
銀
支
桃
高
は
千
丸
百
七
年
と
千
丸
百
十
年
と
を
比
較
し 

て
何
れ
《
多
少
の
減
額
を
示
さ
レ
る
な
く
、和
解
局
成
立
の
錦
め
に
、却
て
货
観
ま
挪
高
を
減
却 

せ
し
乂
お

.

る
の
タ
職
な
し
と
せ
卞
。
或
ほ
一
筒
の
努
働
者
就
て
云
は
ん
か
货
银
の
如
し 

お
る
，
^

の
あ
る
す
し
と
雖

.
.
P、

一
 

方
に
全
體
の
ま
桃
高
の
減
，少
し
お
る
は
、卽
ち
發
働
者
の
數
に 

減
少
を
求
し
お
る
か
、或
は
風
に
就
業
す
る
勞
働
裁
の
或
る
だ
の
に
對
し
て
、他
の
殺
働
着
の
货 

^
 

0 
f
f
か

に

對

抗

す

る

货

觀

低

減

の

行

は

，ル

お

る‘£

を
.

示
，す
，も

の
に
し
て
、其
孰
れ
を
以
て
ず
る

一
英
國
に
於
け
る
勢
働
，不
安
の
狀

i
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K
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ト
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j

I
1

孩
國
に
於
け
る
缴
働
不
安
り
.狀
，減r 

四
岡
。

の
媒
介
お
ら

f
o

る
を
得
ホ
。
此
事
實
を
論

®

す
る
爲
め
、少
し
く
千
九
：西
七
年
の
鐵
道
现
，業

者

.

の，問
に
起
れ
る
努
働
紛
議
を
叙
述
す
る
の
必
要
あ

6

。
纖
道
现
業
組
合
員
だ
同
盟

E

他
業
に
依 

6

、會
社
を
し
て
彼
等
の
組
合
を
承
認
せ
し
め
、依
，，て
以

V
.

贊
銀
愤
進
、赞
働
蹄
間
減
縮
に
就
て
、會

, 

社
と
交
涉
す
る

‘

に
當
て
、有
利
な
る
地
位
を
立
つ
こ
と
を
計
寵
し
お
る
は
、千
九

}m

七
；
十
月
に

C

し
そ
、八
千
七
百
七
十
八
票
に
働
す
る
七
寓
六
千
九
商
二
十
五

0
の
多
數
を
以
て
、此
事
を
識
決 

し
ぜ
社
の

®

絕
に
會
し
て
、將

.に
■

業
を
開
始
せ
ん

i

し
お
る
際
、腊
の
商
换
院
是
官
ィ
ド
、デ 

TH 

I
ジ
ほ
は
千
涉
を
試
み
、會
社
の
重
役

i

協
議
を
遂
げ
て
、
一

.

.の
調
停
案
を
作
成
し
お

6

。

0 

. 

道
和
解
局
制
度
は
卽
も
是

C

し
て
、此
制
度
に
替
成
す
る
各
織
道
會
社
は
適
當
な
る
地
域
に 

，於
て
、现

業

員

の

签

階

級

に

應±
3、

地
方
和
解
局
を
組
繼
し
て
灘
並
に
勞
働
蹄
！̂
を
協
定
す
る 

と
、會
社
の
代

*

者
並
に
地
方
和
解
肩
に
於
け
る
努
働
者
の
代

4
^

者
を
以
て
明

*

和
解
肩
を
組

’
.

織
し
、地
方
和
解
局
に
於
て
協
定
の

.

成
立

せ

し

場

合

ビ

は

、中
*

和
解
局
の
譲
に
附
し
、尙

©

其
決

®

を
得
ざ
る
と
き
は
、和
解
肩
又

t
t下
院
議
長
の
孰
れ
や

 >

 

仲
裁
者
を
選
定
し
、此
仲
裁
者 

の
下
し
お
る
決
定
を
以
て
、有
効
の
だ

f

し
、以
上
の
決
走
は

.一

筒
年
前
の
通
告
に
依

6

、會
社
、

勢
働
激
何
れ
の
側
に
於
て
ズ

n
N

を
無
効

'と
す
る

.を
得
れ
と
タ
、奨
約
成
立
後
六
筒
年
間
は
此
通

- 

I
. 

-

,
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‘英

國

に

於

ける努

働

ズ

安

の

狀

態
; 

.

タ
き
働
者

.の
地
位
を
拳

®

な
，ら
し
め
た

A
V 

iす
る
能
ぱ
商
務
院
の
發
ま
し
お
る
努
働
統 

許
要

®
 2

4

據
る
に
、英
國
に
於
け
る
働
道
现
業
員
電
氣
鐵
道
從
業
者
を
徐
く

)

の
賃
銀

i

成
年
者 

!

週
平
ゼ
ニ
十
四
志
六
片
、未
成

J
g
-

者
十
一
志
三
：

i
t

な
る
が
？

1

オ
に
電
氣
鐵
道
從
業
者
の
平
均 

賃
銀
は
成
ギ
者

'二
十
九
志
六

2

成
年
者
十
二
志
十
一
片
に
し
て
、蒸
汽
織
道
現
業
員
よ
去 

に
上
位
に
屈
れ

も

鎌
道
：现
業
員
は
各
員
の
平
均
货
銀
を
電
鐵
從
紫
者

i

同
等
の

0
度

に達
：； 

せ
し
め
、又
其
努
働
糖
旧
を
五
十
八
蹄
間
よ

6

3
十
八
時
間
に
減
縮
す
る

こ
と
を
以
て
、當

而

の
，
 

.
希
望
と
す
る

.
P

の
な
ら
。
、
而

し

て

千

九

百

七

年

の

粉

識

が

龍

業

の

敬
行

に

至

ら

ざ

る

間
に
、和 

解2
^

の
成
立
に
依
て

、T 

#

の
解
決
を
告
ヶ
る
や
勞
働
者
は
和
腐
肩
の
効
粟
に
就
て
、注
目
し
お 

る
に
、其
势
働

*

に
及
ぱ
し
お
る
利

a

の
數
ふ
る
に
足
る
ダ
の
な
き
の
事
，實
明
瞭
と
爲
れ
る
よ 

6

鐵
道

®

業
A

紐
合
の
和
解
局
に
對
し
ズ
失
望
す
る
こ

i

甚
だ
し
く
、

結

局

七
年
間
和
解
辱
の 

決
定
に
服

3
 )

る
.可\

ら

ざ

る
の
：規
約
あ
る

e

拘
は
ら
す
、千
九
百
十

! 

¥
八
月
運
送
業
勢
働 

者
の
同
盟
罷
業
を
企
て
お
る
際
、相
次

S

で
罷
業
を
行
は
ん

i

し
お

6

。
鼓
に
於
て

S
r

政
府
は 

&

に
’ギ
ガ
屈
の
組

®
.
に
改
正
を
企
て
、從
来
亦
難
の
最
タ
大
な

6

し
中
央
和
解
！

15
.

を
廢
业
し
、和 

癖％

仲
め
桃

®

に
就
て
、得
働
者
の
意
思
，を
充
分
に
發
挪
せ
し
む
る

Q

方
法
を
設
け
、鎭
に
蒲
業
，

I27

、を
杀
然
に
防
止
ず
る
を
得

お
6

と

雖

制

度

の

施

行

.は
千
九
百

+
 
ニ
年
七
月
ょ
ろ
ニ

筒

年 

間
に
限
ら
る
、
を
以
て
、此
期
間
ほ
に

.何
等
見
る
可
き
の
解
決
法
を
講
，替
％

る

に
於
て

は
、千
九 

，百
十

®

年
七
月
に
至
：

6

、多
年
變
結
し
お
る
勞
働
者
の
不
平

.一
蹄
に
爆
發
し
て
、如
：何
な
る
輕
度 

の
勞
働
紛
議
に
接
す
る
や
タ
杀
だ
知
る
可
か
ら
す
。
而

し
て

如
上
の
經
過
は
姑
息
な
る
方
法 

を
以

.

.て
缴
侧
紛
購
を
解
从
す
る
こ
と
の

I

很
の

小
康
を

貪
る
に

..丘
ま

..6
、決
し

て
根
本
的
解
決

. 

に
非
ざ
る
の
事
實
を
明
に
レ
お

6

。
然
ら
ぱ

.今
後
勞
働
粉
議
を
根
本
的
に
解
決
し
、今
日
の
勞 

働
不
安
の
狀
態
を
脱
す
る

に
は
、
從
艰
旣
に
端
緒
を
發
し
お
る
所
に
一
步
を
進
む
る
の
外
に
道 

あ
る
可
か
ら
す
。
英
國
社
會
政
策
發
嚴
の
潮
流
甚
だ
急
な

6

と
雖
も

一

定
の
順
序
を
遂
ふ
の 

跡

あ
る
は
、吾
輩
の
看
過
す
る
能

t
tさ
る
所
な

6

と
す
。

クルス思當て勢働不安の狀態を输するに當

6

、其
冒
頭
に
於
て
、ズ
は
生
れ
な
が
ら
に 

レ

て
、纖
道
の
擔
失
お

6

、後
に
人
と
，爲

し

？
の
か
蔣
お
又
人
に
生
れ
て
、後
に
偶
然
の
.事
情
ょ 

6

織
道
の
擔
夫

i

爲
ろ
し
を
の
か

」

i

云
ふ
奇
問

' 

を
揚
げ
て
、缴
働
者
の
爲
め
に

r

萬
丈
の
氣
媳

を 

發
し
お
る
こ
と
あ

6

き
。

吾
輩
は
之
を
以
て
勞
働
問

'

題
を
解
決
せ
ん
と
す
る
者
の
服

®

ず
！
^

 

き
格
言
と
す
る
に

'

晴
躇
せ
ざ
る
な
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